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太成学院大学�

本
大
会
の
名
誉
会
長
で
あ
る
本
学
の
足
立
学
長
は
、

２０
周
年
記
念
式
典
で
「
医
学
生
物
学
電
子
顕
微
鏡
技

術
学
会
の
第
２０
回
学
術
講
演
会
及
び
総
会
を
こ
の
太

成
学
院
大
学
を
会
場
と
し
て
３
日
間
に
わ
た
り
開
催

さ
れ
ま
す
こ
と
は
、
本
学
に
と
り
ま
し
て
も
誠
に
意

義
深
く
光
栄
に
存
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
３
日
間
の
学
術
講
演
会
が
お
集
ま
り
の
皆
様
一

人
ひ
と
り
の
重
要
な
学
術
研
究
の
機
会
と
な
り
ま
す

と
共
に
、
そ
の
成
果
に
よ
っ
て
わ
が
国
の
学
術
振
興

の
一
助
と
し
て
医
学
、
生
物
学
の
益
々
の
発
展
を
遂

げ
ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。

第
２０
回
学
術
講
演
会
は
「
明
日
へ
の
挑
戦
�

未

来
へ
つ
な
げ
電
顕
技
術
・
情
報
」
を
テ
ー
マ
で
開
催

さ
れ
た
。
生
物
学
は
分
子
遺
伝
子
学
の
発
展
と
共
に

生
物
を
つ
く
る
設
計
図
の
解
読
に
成
功
（
ゲ
ノ
ム
解

析
）
し
、
ポ
ス
ト
ゲ
ノ
ム
の
時
代
に
入
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。
設
計
図
に
基
づ
い
て
個
々
の
分
子
が
明

ら
か
に
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
用
い
て
細
胞
と
し
て
組
み

立
て
、
機
能
さ
せ
る
課
程
で
電
子
顕
微
鏡
の
果
た
す

役
割
は
非
常
に
大
き
く
、
伝
統
的
な
電
顕
技
術
の
継

承
と
共
に
新
し
い
技
術
の
開
発
、
得
ら
れ
た
情
報
の

発
信
が
求
め
ら
れ
る
。
世
は
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
時

代
、
新
し
い
技
術
を
求
め
て
い
る
。
こ
こ
で
も
電
子

顕
微
鏡
技
術
は
こ
れ
ら
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て

い
る
。
第
２０
回
学
術
講
演
会
は
、
一
般
講
演
会
・
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
中
心
に
構
成
さ

れ
、
演
題
数
は
実
に
８０
題
に
な
り
、
参
加
者
の
熱
意

が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
た
。

ま
た
、
本
学
会
と
並
行
し
て
、
一
般
向
け
写
真
展

「
ミ
ク
ロ
の
不
思
議
な
世
界
」
と
公
開
講
演
「
現
代

社
会
と
電
子
顕
微
鏡
」
が
開
催
さ
れ
た
。
写
真
展
は

３
日
間
足
立
記
念
館
１
Ｆ
ホ
ー
ル
で
昆
虫
の
顔
、
微

生
物
、
植
物
等
の
拡
大
写
真
を
パ
ネ
ル
で
展
示
。
さ

ら
に
走
査
電
子
顕
微
鏡
を
２
台
設
置
し
、
参
加
者
が

持
参
し
た
昆
虫
や
花
等
を
見
る
こ
と
が
出
来
、
さ
ら

に
拡
大
写
真
を
プ
リ
ン
ト
し
て
も
ら
い
、
持
ち
帰
る

こ
と
が
出
来
た
。
２４
日
（
土
）
２５
日
（
日
）
は
親
子

連
れ
で
賑
わ
い
、
持
参
し
た
昆
虫
や
花
の
拡
大
写
真

に
歓
声
が
あ
が
っ
た
。

閉
会
式
で
本
学
足
立
副
学
長
に
学
会
か
ら
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
た
。

今
回
の
医
学
生
物
学
電
子
顕
微
鏡
技
術
学
会
の
第

２０
回
学
術
講
演
会
及
び
総
会
は
文
部
科
学
省
、
厚
生

労
働
省
、
大
阪
府
教
育
委
員
会
、
堺
市
教
育
委
員
会
、

大
阪
狭
山
市
教
育
委
員
会
、羽
曳
野
市
教
育
委
員
会
、

富
田
林
市
教
育
委
員
会
、
美
原
町
教
育
委
員
会
、
太

成
学
院
大
学
の
後
援
の
も
と
に
開
催
さ
れ
、
地
元
の

皆
様
の
多
数
の
参
加
も
あ
り
成
功
裏
に
終
了
し
た
。

本
学
で
こ
の
様
な
学
会
を
開
催
す
る
事
が
で
き
た

こ
と
は
、
大
き
な
喜
び
で
あ
る
と
共
に
、
本
学
の
名

を
各
界
に
知
ら
し
め
た
効
果
は
大
き
い
。

学
会
参
加
の
先
生
方
か
ら
も
本
学
事
務
局
長
に「
立

派
な
会
場
施
設
と
す
ば
ら
し
い
自
然
環
境
の
中
で
学

会
が
運
営
さ
れ
満
足
し
て
い
る
。
接
し
た
学
生
達
の

礼
儀
正
し
い
姿
と
職
員
の
応
対
が
非
常
に
良
か
っ
た
」

と
の
評
価
を
い
た
だ
い
た
。

財
団
法
人
日
本
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
日
本
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
は
、
去
る
４
月
１５
日
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ア
テ
ネ
大
会
の
出
場
選
手
選
考
委
員
会
を

開
催
し
、
翌
１６
日
、
鮮
か
な
緑
に
囲
ま
れ
た
キ
ャ
ン

パ
ス
に
中
村
智
太
郎
選
手
が
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ア
テ

ネ
大
会
出
場
決
定
の
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
、
大

き
な
歓
声
に
沸
い
た
。
人
間
学
部
２
年
次
生
の
中
村

選
手
は
水
泳
１
０
０
�
平
泳
ぎ
で
出
場
が
決
定
し
、

ア
テ
ネ
へ
の
切
符
を
手
に
し
た
。

中
村
選
手
は
、
昨
年
１２
月
に
香
港
で
開
催
さ
れ
た

フ
ェ
ス
ピ
ッ
ク
ユ
ー
ス
大
会
（
極
東
・
南
太
平
洋
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
１９
歳
以
下
）
で
ア
ジ
ア
の
強

豪
を
相
手
に
力
泳
し
、
得
意
の
１
０
０
�
平
泳
ぎ
で

見
事
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
、
ア
ジ
ア
頂
点
に
立
っ

た
。パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ア
テ
ネ
大
会
は
、
�
障
害
者
の

五
輪
�
と
も
言
え
る
大
会
で
、
今
年
は
ア
テ
ネ
五
輪

が
行
わ
れ
た
直
後
の
９
月
に
同
じ
ギ
リ
シ
ャ
・
ア
テ

ネ
で
開
催
さ
れ
る
。
同
じ
障
害
を
持
つ
世
界
の
ラ
イ

バ
ル
た
ち
と
し
の
ぎ
を
削
る
こ
と
に
な
る
。

中
村
選
手
は
今
後
、
数
回
開
催
さ
れ
る
強
化
合
宿

で
泳
ぎ
に
磨
き
を
か
け
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ア
テ
ネ
大

会
に
臨
む
予
定
で
あ
る
。

「
将
来
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
な
り
た
い
」
と
い
う

夢
の
実
現
の
た
め
、
毎
日
１
時
間
以
上
か
け
て
通
学

し
、
夜
は
自
宅
近
く
の
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
泳

ぎ
こ
む
努
力
家
だ
け
に
、
メ
ダ
ル
獲
得
が
大
い
に
期

待
で
き
る
。

医
学
生
物
学
電
子
顕
微
鏡
技
術

学
会
第
２０
回
学
術
講
演
会
及
び
総

会
は
、
平
成
１６
年
４
月
２３
日（
金
）

〜
２５
日
（
日
）
に
本
学
足
立
記
念

館
を
主
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

医
学
生
物
学
電
子
顕
微
鏡
技
術
学

会
は
、
昭
和
６０
年
に
医
学
・
生
物

学
電
子
顕
微
鏡
技
術
研
究
会
と
し

て
発
足
以
来
２０
年
の
月
日
が
た
ち
、

創
立
２０
周
年
の
記
念
式
典
も
４
月

２３
日
に
挙
行
さ
れ
た
。

活躍が期待される中村智太郎選手

電
顕
技
術
学
会
で
あ
い
さ
つ
す
る
Ｗ
Ｈ

Ｏ
西
太
平
洋
地
域
名
誉
地
域
事
務
局
長

の
韓
相
泰
先
生

経
営
シ
ス
テ
ム
の
Ｉ
Ｔ
化
、
現
場
の
ロ
ボ
ッ
ト
化

・
情
報
化
に
よ
り
環
境
配
慮
が
重
要
視
さ
れ
る
企
業

社
会
。
そ
ん
な
新
し
い
企
業
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
な

る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
２
０
０
５
年
、
経
営
情

報
学
科
は
コ
ー
ス
編
成
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
。「
創

り
考
え
る
」
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
既
存
の
「
経

営
シ
ス
テ
ム
活
用
コ
ー
ス
」
と
「
経
済
シ
ス
テ
ム
運

営
コ
ー
ス
」
を
統
合
し
て
「
経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
コ

ー
ス
」
に
。
新
た
に
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
活
用
コ
ー
ス
」

と
「
エ
コ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
」
を
新
設
す
る
。

「
経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス
」
は
、
企
業
経
営

に
必
要
な
意
思
決
定
の
方
法
や
プ
ロ
セ
ス
を
解
明
し

必
要
な
情
報
を
必
要
な
人
に
適
時
提
供
す
る
た
め
の

経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
方
法
を
学
び
、
新
し
い

企
業
活
動
を
リ
ー
ド
出
来
る
考
え
方
や
視
点
を
身
に

つ
け
る
。「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
活
用
コ
ー
ス
」
で
は
、
経

営
・
情
報
・
技
術
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
学
び
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
と
い
う
技
術
を
自
在
に
活
用
で
き
る
Ｉ
Ｔ
時

代
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
。「
エ
コ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

コ
ー
ス
」
で
は
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
は
じ
め
と

す
る
環
境
に
配
慮
し
た
経
営
と
自
然
環
境
に
つ
い
て

学
び
、
Ｉ
Ｔ
の
活
用
も
含
め
た
環
境
管
理
の
手
法
に

つ
い
て
学
修
す
る
。

一
方
、
人
間
文
化
学
科
で
も
、
言
語
文
化
コ
ー
ス

を
「
国
際
文
化
コ
ー
ス
」
に
、
歴
史
探
究
コ
ー
ス
を

「
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
」
に
改
編
す
る
予
定

で
あ
る
。「
国
際
文
化
コ
ー
ス
」
で
は
、
流
行
語
や
携

帯
電
話
の
メ
ー
ル
で
使
わ
れ
る
新
し
い
流
行
語
や
、

新
聞
や
雑
誌
等
、
様
々
な
言
語
を
題
材
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
道
具
で
あ
る
言
語
と
そ
の
背
景
に

あ
る
文
化
に
つ
い
て
探
究
す
る
。「
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
コ
ー
ス
」
で
は
、
国
際
舞
台
に
お
け
る
�
観
光
�

を
考
え
た
場
合
、
必
要
と
思
わ
れ
る
日
本
文
化
へ
の

理
解
を
深
め
る
た
め
、観
光
の
対
象
と
な
る
素
材「
歴

史
」「
言
語
」「
文
化
」
に
つ
い
て
の
専
門
的
な
知
識

を
学
修
す
る
。

「わぁ、すごい」。�ミクロの世界�を
体験した子どもたち

０５年４月から２学部４学科１２コースに（予定）

コース
・認定心理コース
・カウンセリングコース
・健康心理コース
・国際文化コース
・健康スポーツコース
・観光マネジメントコース
・経営情報システムコース
・コンピュータ活用コース
・エコマネジメントコース
・生活支援ビジネスコース
・地域環境ビジネスコース
・ITビジネスコース

学科

心 理 学 科

人間文化学科

経営情報学科

コミュニティ
ビジネス学科

学部

人間学部

経営情報
学部

会長 尾上孝利（太成学院大学教授）

第
２０
回
学
術
講
演
会
・
総
会
開
催
本
学
足
立
記
念
館

電子顕微鏡技術学会

ミ
ク
ロ
の
体
験
で
子
ど
も
に
感
動
と
夢
を

リ
ー
ダ
ー
育
成
へ

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
活
用
コ
ー
ス
」

「
エ
コ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
」

「
国
際
文
化
コ
ー
ス
」

「
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
」

経
営
情
報

新
設

人
間
文
化

に
改
編

中
村
智
太
郎
選
手（
人
間
学
部
２
年
次
生
）

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ア
テ
ネ
大
会
出
場
決
定
�
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平成１５年度卒業研究発表会は、２月６日（金）午前１０時
より学内７会場に分かれて開催された。この発表会は、学
生の研究に対する学習意欲の向上、情報機器等を活用した
プレゼンテーション能力の向上、レジュメの作成、将来、
学会や企業内での報告会に対する研修等を狙って企画した。
発表者全員のテーマは別掲の通りで、それぞれの発表に努
力の後が感じられ、胸にジーンとくる発表も多くあった。

大学
卒業研究発表会テーマ一覧

学
位
記
授
与
式

感激と共に旅立ちの時
平
成
１６
年
３
月
１５
日（
月
）、
太
成
学
院
大
学
の
第

３
回
学
位
記
授
与
式
が
足
立
記
念
ホ
ー
ル
で
挙
行
さ

れ
た
。

学
長
よ
り
１
４
０
名
の
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に
学

位
記
が
手
渡
さ
れ
、
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。
学

長
、来
賓
代
表
の
お
祝
い
の
言
葉
に
続
き
、各
種
表
彰

が
行
わ
れ
た
。在
校
生
代
表
の
送
辞
、卒
業
生
代
表
の

答
辞
が
あ
り
、
学
位
記
を
手
に
し
た
卒
業
生
全
員
が

４
年
間
の
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
を
胸
に
感
激
に
ひ
た

っ
て
い
た
。

式
典
終
了
後
、
卒
業
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー（
謝
恩
会
）

が
行
わ
れ
た
。
卒
業
生
と
教
職
員
と
が
一
堂
に
会
す

る
貴
重
な
機
会
と
な
り
、
４
年
間
の
思
い
出
話
や
卒

業
後
の
決
意
等
で
盛
り
上
が
り
、
予
定
時
間
は
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
た
。

短大

第
１６
回
卒
業
式

新たな道へ就職内定率９０．０％
平
成
１６
年
３
月
１７
日（
水
）、
第
１６
回
大
阪
短
期
大

学
の
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
大
阪
短
期
大
学
は
改

組
転
換
に
よ
り
１６
年
間
の
使
命
を
果
た
し
て
幕
を
閉

じ
る
。
今
回
が
最
後
の
卒
業
式
と
な
っ
た
。
学
長
の

心
あ
た
た
ま
る
お
祝
い
の
言
葉
や
送
辞
・
答
辞
で
胸

が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
卒
業
生
や
関
係
者
の
姿
が
多
く

見
ら
れ
た
。
会
場
の
足
立
記
念
ホ
ー
ル
周
辺
は
和
服

姿
の
卒
業
生
で
賑
わ
い
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

て
い
た
。
厳
か
な
中
に
も
華
や
か
に
、
数
多
く
の
教

育
実
績
評
価
と
と
も
に
深
い
想
い
出
を
残
し
て
幕
を

閉
じ
た
。

式
典
終
了
後
、
市
内
ホ
テ
ル
で
卒
業
記
念
パ
ー
テ

ィ
ー
を
開
催
。
乾
杯
の
あ
と
、
つ
き
ぬ
想
い
出
と
と

も
に
豪
華
な
料
理
を
食
べ
な
が
ら
歓
談
に
入
っ
た
。

厳
し
い
状
況
の
な
か
、
就
職
内
定
率
は
９０
・
０
％
に

達
し
、
昨
年
よ
り
１５
％
も
上
回
っ
た
。
今
後
進
む
道

は
異
な
る
が
、
自
分
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
卒
業

生
全
員
が
時
の
流
れ
も
忘
れ
て
決
意
を
新
た
に
し
た
。

各企業は、厳しい経済動向に対処するため、
少数精鋭、厳選体制による戦力確保の方針が
進められている。
このような現況に対処するため、学生たち

のニーズに合った対話型個別相談、一般企業
人事担当者の講演会、所轄官庁による公務員
受験講座など低年次生参加型の講演会の開催、
並びに就職コンサルタントによる履歴書の書
き方等、実践型テーマ別就職ガイダンスの実施
等を予定している。

本
学
で
は
資
格
取
得
を
奨
励
す
る
た
め
に
資
格
取

得
者
に
対
し
て
奨
学
金
を
支
給
す
る
。

開
講
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
受
講
し
て
合
格
す
る
と
支
給

す
る
。
ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
専
門
学

校
へ
の
通
学
・
通
信
教
育
・
独
学
等
で
認
定
し
た
資

格
に
合
格
し
た
場
合
に
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
事
前

に「
ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
登
録
票
」の
提
出

が
必
要
。
開
講
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
も
２
０
０
５
年
３
月
３１
日
ま
で
に
取
得

し
た
場
合
に
奨
学
金
を
支
給
す
る
。

取
得
者
に
奨
学
金
支
給

ダブルスクールプログラム
奨学金

１００，０００円

１００，０００円

６０，０００円

６０，０００円

３０，０００円

６０，０００円

６０，０００円

３０，０００円

６０，０００円

３０，０００円

６０，０００円

受講料・交通費他

自己負担

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

資格名

税理士（１科目）

基本情報技術者

初級システムアドミニストレータ

TOEIC（５００以上）

日商簿記２級

日商簿記１級

販売士１級

福祉住環境コーディネータ２級

福祉住環境コーディネータ１級

色彩検定２級

色彩検定１級

出席対象

３年次生全員
３年次生全員
全学生
３年次生就職希望者
３年次生就職希望者
３年次生就職希望者
全学生
３年次生就職希望者
全学生
３年次生就職希望者
３年次生就職希望者
３年次生全員

３年次生全員

３年次生就職希望者
３年次生就職希望者
３年次生就職希望者
３年次生就職希望者
卒業生全員
４年次生就職希望者

※上記実施計画は、全学行事等により変更されることがあります。

内 容

自己分析の方法
自宅演習
一般企業経営者講演
就職活動の流れ
一般常識模擬テスト
履歴書の書き方（基礎）
企業人事担当者講演
履歴書の書き方（完成）
公務員受験対策講座
「先輩と語る」体験談
「就職の手引き」配布説明

SPI 模擬テスト
SPI 対策講座
エントリーシート対策講座
FACEtoFACE
卒業に当たっての進路
模擬面接等フォロー

項 目

第一回就職ガイダンス
自己分析表作成
社会人講座その１
第二回就職ガイダンス
第三回就職ガイダンス
第四回就職ガイダンス
社会人講座その２
第五回就職ガイダンス
第六回就職ガイダンス
第七回就職ガイダンス
企業ガイドブック・
就職用・アルバム用写

真撮影
進路登録票提出のため

の記入説明
第八回就職ガイダンス
第九回就職ガイダンス
第十回就職ガイダンス
個別面談
進路決定届提出
個別指導

開催月

７月
８～９月

９月
１０月

１１月

１２月

１月

２月
２～３月

３月
４月～

平成１６年度開講プログラム
奨学金
１０，０００円
１０，０００円

３０，０００円

１０，０００円

１０，０００円

１０，０００円

１０，０００円

１０，０００円

受講料
２０，０００円
２０，０００円

３０，０００円

２５，０００円

２５，０００円

２５，０００円

２０，０００円

２５，０００円

開講日
８／２８～１１／２０ 毎週土曜日３・４限
５／１５～７／３ 毎週土曜日３・４限
７／１７～８／７、８／２１～１０／２
毎週土曜日３・４限
（ただし９月は４日とも３～５限）

８／１６～２０、８／２３～２７
１日３時間×１０回

２／１４～１８、２／２１～２５
１日３時間×１０回

５／２７～６／２６
毎週木曜日５限
土曜日３～５限
８／３０～９／３、９／６～１０
１日３時間×１０回
１０／９～１１／１３
毎週木曜日５限
土曜日３～５限

プログラム名
日商簿記３級
販売士３級

販売士２級

マイクロソフト
オフィススペシャリスト
【WORD】
マイクロソフト
オフィススペシャリスト
【EXCEL】

福祉住環境
コーディネーター３級

TOEIC ３５０

カラーコーディネーター
色彩３級

※
受
講
料
は
消
費
税
と
教
材
費
を
含
み
ま
す
。（
受
講
料
に
は
検
定
受
験
料
は
含
み
ま
せ
ん
）

【第１会場】 本館２F・２０１教室

所属研究室
伊東
伊東
伊東
恵谷
恵谷
伊東
伊東
伊東
恵谷
恵谷
伊東
足立
足立
足立
足立
足立
足立
足立
足立
松熊
足立
足立
松熊
伊東
安留
安留
伊東

【第２会場】 本館２F・２０２教室

雜賀
足立

森山（輝）
森山（輝）
安留
恵谷
恵谷
村田
村田
村田
村田
村田
恵谷
恵谷
伊東
伊東

森山（輝）
森山（輝）
安留
恵谷
恵谷
寺本

森山（輝）
森山（輝）
山田

【第３会場】 本館２F・２０３教室

恵谷
恵谷
安留
松崎
足立
足立
安留
伊東
伊東
伊東
伊東
松崎
安留
金
安留
伊東
雜賀
金
伊東

発表者氏名
赤澤 裕樹
石田 一人
榎本 順一
井上 具保
奥山 義弘
浮川 哲
大江 宗弘
岡田 佳子
河本 康之
楠 麻紗葵
久門 亮太
小島明日香
小堀智香子
土師佳菜子
安達 和之
川口 雅資
稗田 裕介
吉岡 孝一
川島 好正
小林 弘幸
下園 智廣
中島 貴司
谷口 文博
辻井 伸行
中井 信之
澤田 健
福永 匡志

帆苅 賢一
吉田 蔵
赤松 偉由
北口 渉
市橋 健
宇佐美靖郎
山田 康平
小原 篤喬
正尺 孝典
平田 拓也
松本 篤史
吉田 昌友
加藤 直樹
小林 隆司
河内 現門
小林 重徳
佐多 隆良
高橋 伸介
鈴木 努
辻岡 誠爾
徳永 拓記
中野 優
中村 匡克
川越 圭藏
西田 敦

原田 裕太
堀 隆宣
三宅 宏直
岩瀬 勇樹
大西 理仁
西田 光彰
北野 真之
佐竹 佑二
千田 高志
上野 匡利
東本 卓真
田中 従峰
戸澤 貴時
中内 裕司
中谷 信亮
中村 光秀
伴戸 竜也
松本 大輔
森原 泰道

テーマ
１．大阪府河内長野市の滝畑ダムについて
２．大阪府河内長野市の滝畑ダムについて

３．世界のテレビ

４．地域の環境から考察する世界規模の環境問題
５．大阪府の狭山池について
６．広島県甲奴郡総領町のセツブンソウについて
７．グローバル化の影響について

８．美しい大和川へ

１０．『企業社会を生き抜くために～就職活動に強くなる
～』国家試験である『システムアドミニストレータ』
から企業社会における業務の大半を占めるコンピュ
ータ活用術に関連深い『各種アプリケーションの活
用技能検定』の取得

１１．オリンピックとテレビとスポーツ
１２．自然環境についての考察

１３．スポーツ競技の開催地の誘致における経済効果
１４．富士山を世界遺産に
１５．ウェブログサイトの比較

１６．大阪府摂津市について

１７．個人競技におけるチーム組織の在り方
１８．２１世紀の福祉への提言
１９．日本の少子化問題について

２０．ウェブログの構築と運用
２１．グローバル化の未来

２２．ISOとは何か ～ISO１４０００シリーズを中心に～

２３．小売業のグローバル化

２４．大阪府の環境問題とリサイクル
２５．大阪府和泉市について
２６．HIP―HOP

２７．メールチェッカーの作成
２８．日米のユニバーサル・スタジオの特色

２９．車の進化と環境との調和
３０．情報化社会における人への影響

３１．SOHO裏事情

３２．日米野球のグローバル化

３３．自宅サーバの構築
３４．Docomo の将来性
３５．公害問題についての考察

３６．不正アクセスに関する調査
３７．大阪府富田林市について
３８．産業廃棄物問題

３９．ユニクロの未来
４０．ウェブログの運用
４１．日本の高齢者福祉 ～介護福祉を中心に～
４２．機能制限付きブラウザの作成
４３．山の辺の道について
４４．野球の戦術について
４５．日本の障害者施策の現状と展望
４６．広島県庄原市における水稲の合理的雑草防除

伊東
雜賀

【第４会場】 本館２F・２０４教室

森山（輝）
足立
足立
足立
足立
伊東
恵谷
恵谷
伊東
伊東
雜賀
村田
村田
山田
安留
山田
雜賀
足立
寺本

山田
森山（輝）
寺本

雜賀

【第５会場】 本館２F・TSS２１０教室

伊東
金杉
安留
金
寺本
金杉
金杉
金杉
松浦

元植
寺本

金
伊東
伊東
金杉
金杉
寺本
寺本
伊東
金杉
金杉

【第６会場】 本館３F・TSS３０１教室

金杉

金杉
雜賀
伊東
村田
村田
村田
村田
山田
足立
伊東
伊東
伊東
中村

村田
恵谷
恵谷
元植
村田

山田
雜賀

【第７会場】 本館３F・演習室

村田
村田
中村

山田
松熊

松熊
安留
吉川
安留

吉田 龍
甘水 圭一

池畑 涼
稲垣 達也
木野 勝夫
小瀬喜一朗
中谷 元哉
上垣 晶宜
大原 進
太崎 剛志
門脇 大輔
国本 起一
坂口 智紀
新家 直樹
�岡 賢史
竹田 憲晃
淡海 文宏
冨岡 真志
中野 雄介
中村 幸弘
沼野 健護

福田 浩司
藤本 侑吾
水野 江達

村越 健児

山木 真人
若松 栄一
辰巳 隆英
新居 一則
石井 健生
井上 貴博
大内 一孝
金沢 武彦
久保田健五

坂本 和哉
柴田 慎也

末次 聡
茶畑 公治
肥田 倫孝
鉄羽 厚樹
中塚 薫
長橋 雅之
西岡 慎司
西本 雅智
波床 隆
福田 将

松岡 定

吉川 純平
和田 順平
石川 賢
泉谷 勇介
笠原 智彦
汲田 幸広
田沢 亮
井上 徹
河村 拓也
木村吉太郎
後藤 秀徳
杉田 満
寺川 識志

中川 勇
中西 俊介
西山 裕基
中村 勝治
西� 友大

福本 大輔
発地 大輔

松島 弥城
森島 伸悟
蓑田 英樹

渡辺 伸
川端 勇人

佐々木 基
澁田 昌史
林 賢一
藤田 耕平

４７．淀川の歴史と環境
４８．企業スポーツの役割と今後

４９．購買意欲を刺激するプロモーション活動
５０．知的財産と著作権

５１．和歌山県橋本市について
５２．マクドナルドの現状

５３．淀川について
５４．地球の温暖化について
５５．読売巨人軍の強さについて
５６．気象衛星と気象の変化について

５７．ひきこもり者の社会復帰
５８．Doblog の利用について
５９．SOHOが出来ること
６０．オールスターの選出数とリーグ優勝の関係
６１．気象について
６２．高齢者の生活向上に向けた施策の研究 ～大阪狭山
市を対象に～

６３．社会的ひきこもりと SOHO
６４．ファーマーズマーケットにおける戦略効果
６５．西瀬戸自動車道による地域経済波及効果と今後の課
題

６６．地域社会におけるスポーツの役割とは

６７．東大阪市の環境
６８．Copy Controlled CDについて
６９．WebShop の構築
７０．介護保険について
７１．河内長野市の活性化方策の研究
７２．大阪第３セクターについて
７３．阪神優勝と経済効果
７４．アメリカ映画が及ぼす影響力
７５．地域活性化とその可能性を求めて ～富田林市寺内
町から滝谷不動の観光ルートマップの作成～

７６．防衛と情報処理
７７．富田林市の活性化方策の研究 ～市町村合併を想定
して～

７８．人口高齢化と社会保障
７９．和歌山県御坊地方の祭りについて

８０．日本の開催地で行なわれるNBAとの戦い
８１．コンビニ業界と経営について
８２．大阪木材工業団地の活性化方策に関する研究
８３．水族館の集客方策
８４．和歌山県日高郡美浜町の変遷と今後の課題
８５．スケートボード事情
８６．音楽産業について

８７．日本の車は海外でどのような評価をうけているのか

８８．サッカー界のビジネスについて
８９．警視庁と警察庁
９０．大阪府河内長野市の環境について
９１．大和川水系の水質とその環境

９２．SOHOについて
９３．地球のしくみと人間社会
９４．和歌山城について
９５．福井県大飯郡高浜町と原子力発電所について
９６．大阪府南河内郡美原町の合併問題について
９７．福祉ロボットの安全に関する研究 ～使い易いロボ
ットの条件とは～

９８．道路脇の汚染の実態
９９．株式会社トヨタ自動車の研究

１００．ユニクロの発展と低迷
１０１．水質汚染について ～大阪・大津川の汚染問題～

１０２．自分が学ぶ SOHOについて
１０３．サッカー勝つための理論

１０４．ゴミの分別ちゃんとできていますか？
～関東と関西の処理の仕方について～

１０５．ロボットの親和性の向上に関する研究 ～ロボッ
トはどこまで人間に近づくか～

１０６．SOHO事業の基礎知識について
１０７．人間の平均寿命の進化と少子高齢化の時代につい

て
１０８．人間の平均寿命と人の身体のしくみ
１０９．アソシエイトプログラムの利用について
１１０．ソフトウェア工学に関する研究
１１１．コミュニケーションサイトの比較

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
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４
月
３
日
（
土
）
午
前
１０
時
３０
分
よ
り
第
７
回
入
学
宣
誓
式
が
足
立
記
念
館
３
Ｆ
ホ
ー
ル
で

荘
厳
に
行
わ
れ
た
。
当
日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
桜
も
満
開
で
新
入
学
生
た
ち

を
祝
福
し
て
い
た
。

ま
ず
足
立
学
長
が
、
新
入
学
生
に
学
問
に
対
す
る

基
本
姿
勢
と
学
修
の
心
構
え
等
に
ふ
れ
、
活
躍
を
期

待
す
る
式
辞
を
述
べ
た
。
続
い
て
、
新
た
な
希
望
と

決
意
に
満
ち
た
新
入
学
生
を
代
表
し
て
人
間
学
部
人

間
文
化
学
科
の
上
原
清
華
さ
ん
が
、
建
学
の
精
神
で

あ
る
「
教
育
は
徳
な
り
」
の
教
え
を
守
り
、
学
業
に

励
む
こ
と
を
誓
い
ま
す
と
力
強
く
宣
誓
し
た
。

続
い
て
来
賓
代
表
と
し
て
美
原
町
教
育
委
員
会
の

福
永
教
育
長
よ
り
「
勉
学
や
研
究
を
通
し
て
真
理
の

探
究
に
励
み
、
希
望
と
情
熱
に
満
ち
た
学
生
生
活
を

送
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
の
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

祝
電
披
露
に
続
い
て
、
在
学
生
を
代
表
し
て
、
本

年
は
経
営
情
報
学
部
経
営
情
報
学
科
の
林
裕
輔
君
が

「
緑
が
溢
れ
る
素
晴
ら
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
で
勉
学
や

研
究
に
励
み
、
充
実
し
た
学
生
生
活
に
な
る
よ
う
在

学
生
全
員
が
応
援
し
ま
す
」
と
温
か
い
歓
迎
の
言
葉

を
述
べ
、
新
入
学
生
全
員
が
感
激
を
新
た
に
厳
粛
な

な
か
で
式
を
終
え
た
。

力
強
く
宣
誓
す
る
上
原
さ
ん

平
成
１６
年
度
「
保
護
者
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
が
、
４
月

３
日（
土
）、
入
学
宣
誓
式
終
了
後
、
本
館
３
Ｆ
多
目

的
教
室
で
約
２

０
０
名
の
ご
参

加
を
い
た
だ
き

開
催
さ
れ
た
。

開
催
の
趣
旨

は
、
本
学
の
教

育
方
針
・
現
状

を
説
明
し
、
保

護
者
の
皆
様
に

本
学
を
十
分
に

ご
理
解
い
た
だ

く
た
め
。

ま
ず
、
足
立
学
長
が
、
改
め
て
入
学
に
対
す
る
お

祝
い
の
言
葉
と
「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
の
意
義
に
つ
い
て

挨
拶（
写
真
）。
続
い
て
太
田
人
間
学
部
長
・
坂
元
経

営
情
報
学
部
長
が
「
本
学
の
教
育
の
特
色
と
教
育
内

容
に
つ
い
て
」
さ
ら
に
、
笠
井
教
務
部
長
が
「
履
修

お
よ
び
資
格
等
に
つ
い
て
」、
山
田
学
生
部
長
が「
学

生
生
活
全
般
に
つ
い
て
」
説
明
し
た
。
ま
た
春
田
情

報
セ
ン
タ
ー
長
は
「
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
希
望
購
入

に
つ
い
て
」、八
木
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長

は
「
資
格
の
取
得
に
つ
い
て
」
説
明
し
た
。
最
後
に

太
成
学
院
大
学
教
育
後
援
会
の
小
谷
副
会
長
よ
り
挨

拶
と
教
育
後
援
会
の
活
動
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、

閉
会
と
な
っ
た
。

満
開
の
桜
も
新
入
学
生
を
歓
迎
し
た

本
年
度
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・
キ
ャ
ン
プ
は
、
人

間
学
部
が
平
成
１６
年
４
月
７
日
〜
８
日
、
経
営
情
報

学
部
が
４
月
８
日
〜
９
日
に
そ
れ
ぞ
れ
１
泊
２
日
の

日
程
で
、
滋
賀
県
の
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
学
部

別
に
開
催
さ
れ
た
。

参
加
者
は
本
学
で
開
講
式
の
後
、
バ
ス
に
分
乗
し

て
会
場
の
ホ
テ
ル
に
向
か
っ
た
。
最
初
は
や
や
緊
張

し
て
い
た
新
入
生
た
ち
も
会
場
に
近
づ
く
ご
と
に
う

ち
と
け
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
会
場
に
到
着
し
た
。

到
着
後
、「
学
生
生
活
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
が
あ
り
、
懇

親
会
で
は
お
い
し
い
料
理
を
食
べ
な
が
ら
歓
談
し
楽

し
い
時
間
を
過
し
た
。
夜
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
囲
み

「
ク
ラ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
行
い
初
日
は
終
了
。

２
日
目
は
９
時
か
ら
「
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
」
を
し
て
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
発
表
が
あ
り
、
２

日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
了
し
た
。

こ
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・
キ
ャ
ン
プ
の
狙
い
は
、

新
入
学
生
が
４
年
間
の
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
く
上

で
の
目
標
の
明
確
化
と
、
自
覚
の
形
成
を
確
立
す
る

た
め
の
教
育
の
第
一
歩
と
し
て
行
う
研
修
。
１
泊
２

日
と
い
う
短
期
間
で
は
あ
る
が
、
大
学
生
活
を
通
じ

て
社
会
の
構
成
員
と
し
て
必
要
な
個
人
の
あ
り
方
、

基
本
的
な
生
活
態
度
、
規
律
、
時
間
的
制
約
の
中
で

敏
速
で
け
じ
め
の
あ
る
行
動
を
習
得
さ
せ
る
。
さ
ら

に
集
団
宿
泊
活
動
を
通
じ
て
集
団
の
ル
ー
ル
を
守
る

こ
と
や
、
基
本
的
な
生
活
様
式
、
自
己
の
行
為
に
対

す
る
責
任
あ
る
態
度
、
先
生
や
友
人
と
の
共
感
し
あ

う
人
間
関
係
の
醸
成
、仲
間
と
の
協
調
や
役
割
分
担
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
取
り
方
な
ど
を
肌
で
感
じ
て
体

を
動
か
し
て
体
得
さ
せ
る
事
を
重
視
し
て
い
る
。

参
加
し
た
新
入
学
生
の
多
く
は
「
参
加
す
る
ま
で

不
安
だ
っ
た
が
、
た
く
さ
ん
の
人
と
話
が
出
来
て
有

意
義
で
あ
っ
た
」「
参
加
し
て
新
し
い
友
達
が
た
く
さ

ん
出
来
た
し
、
２
日
間
の
研
修
で
学
生
生
活
に
自
信

が
つ
い
た
」
な
ど
と
感
想
を
述
べ
て
い
た
。

限
ら
れ
た
日
程
で
新
入
学
生
全
員
が
参
加
し
、
学

生
生
活
に
対
し
て
自
信
を
つ
け
た
。
新
入
学
生
が
こ

の
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・
キ
ャ
ン
プ
」
で
学
ん
だ
こ

と
を
生
か
し
、
活
気
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
に
な
る
よ
う

見
守
っ
て
い
き
た
い
。

太成学院大学では、学問的・知的交流の
場として「TGUランチョンセミナー」をス
タートさせた。これは昼の休憩時間に行わ
れ、教員が持ち回りで自分の専門分野や研
究内容を発表し、参加者は昼食を食べなが
ら聞くというもの。毎月１回、所要時間４０
分、教職員はもちろん学生に
も参加してもらい、気軽な雰
囲気で行う。
大学における教育をより充
実させるためには、その教育
の基盤を形成する研究という
要素を無視・軽視することは出来ない。そ
れぞれの教員が学部を問わず、関心を持っ
ている事や研究内容等を簡単な形であれ知
っていることは、教員相互の知的・学問的
な交流を促すと共に、本学における学問的
な雰囲気を高めることにつながる。それは
ひいては、本学で学ぶ学生に対しよい意味
での学問的・知的影響を与え、教育上の利
点となり、授業内外で、学生との対話に広

がりが出てくると思われる。その結果、様々
な授業の有機的な関連性が生まれてくると
確信する。
第１回は１月２９日（木）に、講師は心理
学の吉野教授で、テーマは「行動分析学へ
の招待」であった。第２回は２月２６日（木）

に講師は歴史学の黒川講師で、
テーマは「近世ヨーロッパの
魔女とメランコリー」、第３回
は３月２４日（水）に、講師は
心理学の小高助教授で、テー
マは「親子関係の認知構造に

ていて」。第４回は４月２８日（水）に、講師
は、経営情報学の釣島教授で、テーマは「シ
リコンバレーのベンチャー企業」であった。
各回ともに教職員をはじめ、学生たちも
多数参加し、質問も多く毎回予定時間をオ
ーバーする程であった。今後も参加者がさ
らに増え熱気が溢れるランチョンセミナー
になり、各種授業の有機的関連性が高まる
ものと思われる。

経
営
情
報
学
部
で
は
、「
経
営
情
報
学
入
門
」
の
授

業
に
外
部
よ
り
経
営
実
務
の
第
一
人
者
を
招
き
、
１５

回
の
授
業
を
秋
元
克
幸
氏
、
藤
野
寿
氏
、
伊
藤
博
氏
、

中
田
光
一
氏
の
外
部
講
師
４
氏
に
担
当
し
て
講
演
を

し
て
い
た
だ
く
。

受
講
学
習
の
目
的
は
、
�
情
報
化
社
会
に
お
い
て
、

相
互
情
報
伝
達
手
段
に
つ
い
て
原
始
的
な
方
式
の
時

代
か
ら
昨
今
ま
で
の
変
化
し
て
き
た
状
況
と
こ
の
間

の
企
業
の
運
用
、
昨
今
の
企
業
で
の
Ｉ
Ｔ
化
の
状
況

に
つ
い
て
の
理
解
�
情
報
化
の
歴
史
を
踏
ま
え
、
今

後
の
Ｉ
Ｔ
化
の
動
向
予
想
、
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会
に
つ

い
て
の
動
向
を
予
測
す
る
�
こ
れ
ら
が
企
業
の
経
営

に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
与
え
、
個
人
は
如
何
に
対
応

す
れ
ば
よ
い
か
を
実
務
サ
イ
ド
か
ら
考
察
す
る
。

こ
の
授
業
で
学
生
た
ち
は
、
最
新
の
情
報
技
術
と

こ
れ
に
至
る
歴
史
な
ど
、
広
い
視
野
を
身
に
つ
け
る
。

アドバイザーを囲んで歓談でもりあがるミーティング

授 業 計 画

授業の具体的な内容・進め方

授業全体の概要について説明する。
情報化社会への発展について。

企業の仕組み、役割について。
これからの企業の運用に必要なもの。

企業におけるＩＴ化の状況。社内、顧客、
材料との関係について。

単元のおさらい。

実際に使用されている最新の情報技術
について学ぶ。

情報技術と個人生活についての関連を
学ぶ。

情報技術の未来の可能性について学ぶ。

単元のおさらい。

企業における情報化の歴史、経緯を学
ぶ。

経営戦略、経営意思決定に情報がどの
ように関連し、経営意思決定のスピー
ド化について学ぶ。

同上

単元のおさらい。

ハイテク犯罪の現状を学ぶ。

レポート作成とアンケート。

テーマ

ガイダンス

企業の仕組みと仕事

企業の仕事と情報化の役割

企業の仕事と情報化のおさらい

最新の情報技術

暮らしと情報

情報技術の未来

デジタル化・ユビキタス社会の
可能性について

経営情報システムの発展の歴史

意思決定支援システムについて

経営戦略と情報

意思決定と情報について

ハイテク犯罪について

まとめ

実施予定週

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

新
入
学
生
代
表
が
力
強
く
宣
誓

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
友
だ
ち
づ
く
り
に

活
気
漲
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・
キ
ャ
ン
プ

経
営
情
報
学
入
門

昼食とりながら知的交流

保
護
者
ガ
イ
ダ
ン
ス
開
催

教
育
方
針
と
現
状
を
説
明

2004年5月26日3
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本学教員著書の

図書紹介�
現代日本の流通と社会
白石善章／田中道雄編著

（ミネルヴァ書房、２００４年１月刊）

魔女の文明史
安田喜憲編

（八坂書房、２００４年１月刊）

人間学部 黒川正剛講師

キャンパス・クリーンキャンペーン

教
員
（
平
成
１６
年
４
月
１
日
付
）

�
任
命

経
営
情
報
学
部

学
部
長

坂
元

保
秀
（
任
期
２
年
）
再
任

教
務
部
長

吉
川

博
史
（
任
期
２
年
）

学
生
部
長
（
兼
就
職
部
長
）

山
田

晃
（
任
期
２
年
）

図
書
館
長

室
屋

洋
一
（
任
期
２
年
）
再
任

情
報
セ
ン
タ
ー
長

春
田

利
雄
（
任
期
２
年
）
再
任

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長

八
木

一
成
（
任
期
２
年
）
再
任

�
採
用

経
営
情
報
学
部

教
授

佐
埜

好
英

・
情
報
処
理
概
論

・
情
報
管
理
論

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
論

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
論
演
習

教
授

関
戸

恒
昭

・
マ
ク
ロ
経
済
学

・
ミ
ク
ロ
経
済
学

・
現
代
企
業
論

・
貿
易
政
策

・
国
際
経
済
学

・
地
域
概
論

・
地
域
産
業
論

・
地
域
経
済
学

人
間
学
部

助
教
授

高
井

範
子

・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
実
務
論
�

・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
実
務
論
�

・
人
格
心
理
学

・
健
康
心
理
学

講
師

田
中

秀
生

・
人
間
学
入
門

・
思
惑
と
文
学

・
西
洋
史
概
論

講
師

鈴
木

公
洋

・
認
知
心
理
学

・
生
理
心
理
学

・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
応
用

�
退
職
（
平
成
１６
年
３
月
３１
日
付
）

助
教
授

安
留

誠
吾

助
教
授

優

克
剛

兼
任
講
師

採
用（
平
成
１６
年
４
月
１
日
〜
同
１７
年
３
月
３１
日
）

松
本

明
生

・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
実
務
論
�

・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
実
務
論
�

塩
山

則
之

・
日
本
考
古
学
概
論

高
山

昌
子

・
運
動
生
理
学

佐
伯

洋
子

・
栄
養
と
健
康

横
山

誠

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
法
�

片
倉

道
夫

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
概
論

森
山

徳
夫

・
オ
ー
ラ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ

・
オ
ー
ラ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ

・
英
語
学
概
論

木
村
久
美
子

・
介
護
概
論

事
務
職
員
（
平
成
１６
年
４
月
１
日
付
）

�
採
用

ａ
専
任
職
員

総
務
課
員

福
田

耕
児

�
昇
格

総
務
課
長

小
柳

正
視
（
総
務
課
員
）
新
任

�
退
職
（
平
成
１６
年
３
月
３１
日
付
）

学
務
課
調
査
役
補

松
井

浅
一

●
学
生
図
書
選
書
ツ
ア
ー
日
程
決
定
●

平
成
１６
年
度
の
学
生
図
書
選
書
ツ
ア
ー
が
、
旭
屋

書
店
梅
田
本
店
で
６
月
５
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
決
定
し
た
。
募
集
期
間
は
５
月
１０
日
（
月
）

〜
５
月
２１
日
（
金
）、
募
集
人
数
は
約
１０
名
。

昨
年
の
図
書
館
貸
し
出
し
ベ
ス
ト
テ
ン
の
中
で
も
、

学
生
図
書
選
書
ツ
ア
ー
で
学
生
た
ち
が
選
ん
だ
本
が

上
位
を
独
占
し
、
利
用
者
の
人
気
を
集
め
て
い
る
。

今
年
は
ぜ
ひ
あ
な
た
も
参
加
し
て
学
生
の
た
め
の
本

を
増
や
し
て
く
だ
さ
い
。

●
図
書
館
利
用
教
育
に
つ
い
て
●

今
年
度
も
ア
セ
ン
ブ
リ
・
ア
ワ
ー
の
中
で
図
書
館

利
用
教
育
を
行
う
。
２
年
次
生
は
、
５
月
に
よ
り
多

く
の
資
料
を
活
用
す
る
た
め
、
本
学
図
書
館
の
み
で

な
く
他
図
書
館
を
も
有
効
利
用
す
る
方
法
を
、
１
年

次
生
は
６
月
に
図
書
館
の
有
効
利
用
法
・
文
献
検
索

を
学
ぶ
。

「流通」という言葉を
聞いたことのない人はい
ません。でも、それを理
解しているかと言うとそ
うでもないようです。こ
の本は「流通」を広い視
点で理論的な基礎に基づ
きながら理解しようとす

る人のために、国内外の研究者が協力して出
版したものです。
これまでの流通にのみ主眼をおく本と違っ
て、社会との関連に視座をおき「社会の対話」
を通して「流通」を考察するというものです。
そのため本書の構成は１章で流通の理念、政
策、歴史など基本的知識、２章に流通の諸機
能について発展的知識、３章に流通と社会の
接点が書かれています。それらの分析を踏ま
えて４章で社会学的に流通を考察しています。
この本は、流通の地平線の新たな広がりを感
じさせます。

国際日本文化研究セン
ターで２年間にわたって
行われた共同研究「魔女
と気候の文明史」の研究
報告をまとめた論文集。
魔女とは何だったのか？
魔女裁判とは何だった
のか？ 歴史学・民俗学

・文学・心理学・医学などの多角的な視点か
ら、「魔女」がはらむ様々な問題にアプローチ
している�魔女学大全�。黒川正剛講師は、
巻頭論文「魔女と女と死」を執筆担当。１６世
紀の画家ハンス・バルドゥング・グリーンが
残した図像分析から、魔女を考察している。
この論文の内容は、人間学部授業「世界の宗
教と文化（キリスト教）」でふれられる予定
だ。

昨年のツアー参加者たち

「キャンパス・クリーンキャンペーン」の実
施が４月２８日（水）の合同教授会で決定した。教
職員全員を９つのグループに分け、昼休みにキ
ャンパス内を点検清掃する。このキャンペーン
の狙いは�喫煙ルールの遵守意識の向上�禁煙
推進・受動喫煙防止教育�キャンパスのクリー
ン維持のための教職員・学生一体化意識の向上。

具
体
的
な
方
法
は
、
期
間
・
分
担
を
決
め
て
担
当

者
全
員
が
腕
章
を
つ
け
て
喫
煙
指
導
と
吸
殻
拾
い
を

行
う
。
灰
皿
の
設
置
し
て
あ
る
ポ
イ
ン
ト
を
回
り
な

が
ら
、
ポ
イ
捨
て
状
況
や
指
定
場
所
以
外
の
喫
煙
行

為
の
状
況
・
一
般
ゴ
ミ
の
状
況
等
を
点
検
し
て
「
キ

ャ
ン
パ
ス
・
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
日
誌
」
に
記

録
し
て
成
果
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

本
学
で
は
昨
年
４
月
１
日
よ
り
、
建
物
内
を
全
面

禁
煙
に
し
、
指
定
（
灰
皿
設
置
）
場
所
で
の
喫
煙
を

指
導
し
て
き
た
。
さ
ら
に
本
年
４
月
１
日
よ
り
、
指

定
場
所
を
２６
カ
所
か
ら
１６
カ
所
に
し
、
受
動
喫
煙
の

防
止
に
努
力
し
て
き
た
。
し
か
し
、
歩
行
喫
煙
や
指

定
場
所
以
外
で
の
喫
煙
、
ポ
イ
捨
て
が
後
を
絶
た
な

か
っ
た
。
新
入
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に
慣
れ
た
こ
の

時
期
に
喫
煙
の
ル
ー
ル
を
徹
底
す
る
こ
と
は
必
ず
大

き
な
成
果
に
結
び
つ
く
と
思
わ
れ
る
。

今
年
度
よ
り
教
職
課
程
の
新
設
に
伴
い
、
教
職
関

係
の
月
刊
誌
「
教
員
養
成
セ
ミ
ナ
ー
」
を
新
規
に
購

読
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
教
員
採
用
試
験
情
報
中
心

の
雑
誌
で
す
の
で
、
教
員
を
目
指
す
人
に
は
特
に
お

勧
め
。
教
職
課
程
科
目
の
授
業
の
参
考
に
も
な
る
と

思
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご

覧
下
さ
い
。

（
毎
月
２２
日

刊
行
）。

委
託
業
者
交
代
の
た
め
休
業
し

て
い
た
西
食
堂
が
４
月
１２
日（
月
）

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
名
称
は
�
パ

イ
ン
カ
フ
ェ
�。
営
業
時
間
は
、
カ

フ
ェ
タ
イ
ム
が
９
時
３０
分
〜
１５
時
、

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
が
１１
時
３０
分
〜
１３

時
３０
分
。

メ
ニ
ュ
ー
は
、和
風
箱
弁
当（
日

替
）、ラ
ン
チ
２
種
類
、丼
２
種
類
、

カ
レ
ー
２
種
類
、う
ど
ん
４
種
類
、

焼
き
飯
、
焼
き
そ
ば
、
冷
麺
な
ど

で
、盛
り
付
け
・
食
器
も
若
者
風
。

料
金
も
３
０
０
円
前
後
と
良
心
的
、

カ
レ
ー
と
丼
の
大
盛
は
プ
ラ
ス
３０

円
で
Ｏ
Ｋ
。
飲
み
物
は
２
０
０
円

〜
３
０
０
円
、
セ
ッ
ト
で
３
０
０

円
〜
３
５
０
円
。

オ
ー
プ
ン
以
来
�
安
く
て
お
い

し
い
�
と
の
評
判
で
連
日
賑
わ
っ

て
い
る
。
鮮
や
か
な
新
緑
に
囲
ま

れ
た
テ
ラ
ス
も
人
気
ス
ポ
ッ
ト
で

席
を
確
保
す
る
の
が
困
難
な
日
が

続
い
て
い
る
。
学
生
の
憩
い
の
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
、
益
々
人
気
が
高

ま
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

▲
に
ぎ
わ
う
パ
イ

ン
カ
フ
ェ

▲人気のテラス席

太
成
学
院
大
学
紀
要
第
６

号
（
通
巻
２３
号
）
が
発
刊
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
８
編
の

論
文
の
ほ
か
、
調
査
報
告
、

研
究
ノ
ー
ト
、
書
評
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
図
書
館
で

も
所
蔵
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

教
職
課
程
の
参
考
に

人間学部 中村真規子助教授

42004年5月26日


